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Phytopathological Note

ナシ赤星病菌小生子の飛散距離

梅 本 清 作 ＊・村 田 明夫 ＊・長 井 雄 治 ＊

Seisaku UMEMOTO*, Akio MURATA* and Yuji NAGAI*: Distance of Sporidial 

Dispersal of Japanese Pear Rust Fungus, Gymnosporangium 

asiaticum Miyabe ex Yamada

Abstract

Occurrence of Japanese pear rust on Japanese pear trees planted in the flat and extensive 

rice field (about 5km•~4km) was generally severe in the area within 100m away from the in-

fected trees of Chinese juniper as rust inoculum and gradually decreased with increase of dis-

tance up to 1,500m. Under the climatically satisfactory condition to dispersal of sporidia such 

as heavy rainfall and strong wind, the trees planted within 1,000m were rather severely diseased. 

The following relationships were detected between the distance of sporidial dispersal (x) and 

the percentage of diseased leaves (Y):Y=124.297e-0.002x in 1977, and Y=54.361e-0.002x in 1979. 

Therefore, it is concluded that the distance of sporidial dispersal for practical control may be 

about 1,500m.
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Gymnosporangium属 菌小生子の 飛散距離 に 関す る

報告は,古 くは平塚1)お よびそ の報文 の引用文献中に

い くつか 認 め ら れ る。 た とえば,Thaxter2)はG.

biseptatumの 小生子 は8マ イル も飛散 して発病 の原因

になる ことを報告 してい る。一 方,ナ シ赤星病菌(G. 

asiaticum Miyabe ex Yamada)小 生子 の飛散距離 に関

す る論文は比較的少 な く,しか も内田 ら3),渡辺 ら4)の

報告な どすべて圃場観察に よるものであった。す なわ

ち,赤 星病 防除上 問題 とな る小生子 の飛散距離 はほぼ

500m～3kmの 範 囲であ るとされるが,こ れ までは

っき りしていなか った。そこで,赤 星病菌小生子 の飛

散距離 を確 かめ るために広大な水田地帯 で実験を行 っ

た。

まず実験場所 として千葉 県旭市,海 上町,東 庄町,

干潟町に またが る東西 約5km,南 北約4kmの 水 田

地帯を選 んだ。伝 染源 には冬胞子堆を大量に形成 して

い るカイズカイブキを用い た。 これ らの伝染源苗は実

験地内のほぼ中心 の位置(Fig. 1参 照)に,1977年 は

18本,1979年 は17本 を3月 下 旬か ら4月 中旬に植え

付けた。苗の大 きさは樹高約1.0～2.0mで あった。

ナ シ苗には品種豊水,樹 高 約1.8mの2～3年 生を

用い,実 験場所 の中心 か らほぼ東西南北方 向に,最 初

は100m,次 いで250m,そ れ 以降は250m間 隔で

1,000mま たは1,500mま での各地点に植 えた。 この

よ うな実験 を行 うには広大 な土地 であ ることが前提条

件 となるが,そ のよ うな地域 内には宅地や畑があ り,

ビャクシン類 が植栽 されてい る可能性があ った。そ こ

で,実 験 に着手す る直前の1977年3月 下旬,実 験予

定地 内お よびそ の周辺部の ビャ クシン類 の植栽状況 お

よびそれ らの冬胞子堆形成 の 有 無 を 調べた。その結

果,実 験地 内お よびその周辺部 には ビャクシン類 はほ

とん ど植栽 されていない ことが確 認 された。 したがっ

て,伝 染源 として設置 した カイ ズカイ ブキ以外から飛

散 した小生子に よる発病は事実上 無視で きると判断 さ

れた。赤星病菌冬胞 子堆 の湿潤か ら小生子形成に最低

必要 とされ る約5時 間5)と 小生子 のナ シ葉への感染に
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Fig. 1. Arrangement of Japanese pear seedlings surrounding diseased trees of Chinese juniper as 
the rust inoculum.

最低必 要 とされる約3時 間6)で 合計8時 間以上 の降雨

が あ った と判 断された 日か ら原則 として 約2週 間 後

に,上 記 の植え付けたナシ苗につい て,そ の降雨時に

展葉 していた と判断 される葉を対象 に発病 調査を行 っ

た。1977年 は5月18日 に発病 の有 無,6月1日 に1

葉 当 りの病斑数,1979年 は5月4日 に上 記両者を調

査 した。

実験期間 中の天候,風 向,風 速お よび雨量は カイズ

カイ ブキを設置 した中心点か ら南南西方 向へ約4.8km

の地点にあ る旭市消防署で6時 間間隔 で観測 された記

録 を使用 した。 さらに,実 験地にお ける降雨状況は,

1977年 は中心点か ら南南西方向へ約2.5kmの 地点,

また1979年 は中心点か ら同方向へ1.1kmの 地点 に

設 置 した 自記降雨計で調べた。

実験 場所に植え付けたナシ樹 の伝染源 か らの距離 と

発病葉 率(発 病葉数÷調査葉数 ×100)の 関係はFigs. 2,

3の とお りであ る。 これ らの 図 か らわ か るよ うに,

1977年 は北方向に設置 したナ シ苗 の 発 病 が多い こと

か ら主 と して 北方向に,1979年 は 南方 向に 設置 した

ナ シ苗 の発病が多い ことから南方 向に小生子が飛散 し

た もの と判 断 された。 ナシ赤星病菌 の小生子は降雨時

または降雨後湿潤状態 に保 たれ た冬胞子堆上に形成 さ

れ,こ れが風に よって飛散す る と考 えられてい る。 し

たが って,発 病調査 時の 発病状況や 病斑の大 きさ,4

月か ら5月 の気候,降 雨時 お よびその後 の風 向か ら小

生子の飛散時期を 判 断す ると,1977年 は 南風を 伴っ

た雨天 日の5月1～2日 で,そ の時の風速は6～8m/

秒,1979年 は北風 を 伴 った 雨 天 日の4月19～21日

で,風 速は1～5m/秒 であ った。 そ して,1977年 は

風速が 大 で あ ることか ら,1979年 よ りも発病葉率お

よび1葉 当 り病 斑 数 とも大 となったもの と考え られ

た。 また,発 病葉率(y)と 伝染源 か らの距離(x)と の

間にはMcCartney7)ら に したが うとY=ce-dxと い

う関係が期待 され る。 ここで,cは 伝染源量,dは 小

生子の飛散能 力を示す。 そ してこの式に実験値を当て

はめてみ ると以下 の とお りとな り,1977年 の 試験結

果は非常に よ く適合 し,1979年 の試験結果(1,250, 

1,500mの 値 は計算 か らは除外 した)は か な りよく適

合 した(Fig. 3)。

1977:Y=124.297e-0.002x
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Fig. 2. Rate of the rusted leaves of Japanese pear seedlings planted at various distances from the 

diseased trees of Chinese juniper as the rust inoculum. •œ, 1977; •›, 1979.

Fig. 3. Disease development of the Japanese pear rust on pear seedlings at various distances from 

the diseased trees of Chinese juniper as the rust inoculum. •œ, 1977; •›, 1979. •• These 

experimental values are excluded from the calculation.

1979:Y=54.361e-0.002x

cの 値 は1977年 のほ うが1979年 よ り大 き く,伝 染

源量が多か った ことが示 された。 また,dの 値は一定

で,飛 散能力には年次差が ない ことが示 された。

以上 か ら,赤 星病菌小生子の飛散量は伝 染源か らの

距離に比例 して減少す るが,好 適 な条件下では1,000m

まではかな り大 量 に 飛散す る。 そ して,少 な くとも

1,500mま では小生子が 飛散 して発病の原因 となる こ

とが明 らか となった。 ナ シ赤 星病菌小生子 の飛散距離

は風向などに影 響され るが,ナ シ樹 の感染 可能距離 に

ついては,平 塚1)の報文 には数km以 上(鋳 方,1939), 

2km程 度(伊 藤,1917),風 下 であれば1km以 上

(ト蔵,1934), 500～600m(堀,1916;中 由,1934)

な どの記載があ り,数 百 メー トルの範囲内で発病が多

く,2～3km離 れ るとほ とん ど発病 しない と結論 して

い る。最近 では内 田ら3)は 一般ナ シ園におけ る調査結

果か ら,北 風 の風下では伝染源か ら1km以 内では濃

密に飛散す る と報告 してい る。著者 らの実験 では風下

1kmの 地点 では病葉率が15.2%で1葉 当 り平均病

斑 数が1.3個 とかな り多発 し(1977年),1.5kmの 地

点 で もい くらか 発 病 するこ とが 明 らか とな り(1979

年)伊 藤,ト 蔵お よび内田 らの結論 と同様な結果であ

った。

ナ シ赤星病菌は ビャクシン類 を 中 間 宿 主 と してナ
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シ,カ リンやボ ケに寄生す ることが知 られ ている。本

間 ら8)は ナシ園か らビャクシ ン類 までの距離 と冬胞子

堆 の形成量について調査 し,1km以 内ではかな り形

成量が多いが1.5kmの 地点 では少ない としている。

この結果は,ナ シ葉の病斑 上に形成 され た銹胞子 の飛

散距離 を示 してい ると考え られ る。 この調査結果 と著

者 らが実験 で得た小生子の飛散距離 の結果が ほぼ一致

し,病 原菌 の種の維持 とい う点か らは理 に適 っている

と思われた。

実験場所 は平坦 な水 田地帯 のために しば しば強い風

が吹 き,そ のために設置 した ナ シ樹 の葉 はい じけたよ

うに小さか ったので,現 地で採集 してきた葉 と正常 な

大 きさ と考 えられ る場内の ナシ園で採取 した葉 の葉面

積 を比較 した。 す なわ ち,1977年 は6月1日 に新梢

葉,1979年 は5月4日 に果 そ う葉 お よび 新梢葉 を各

100枚,ま た対照 として,千 葉農試病害 虫研究室 ナシ

園で栽培 している豊水の新梢葉 を1977年6月2日 に

60枚 採取 して葉 面積計(林 電工(株)AAM-5)で 計測 し

た。 その結果,1977年 お よび1979年 の現地採取葉 の

平均葉面積 はそれぞれ25.0cm2お よび21.6cm2で

あ ったのに対 して,場 内 の 豊 水では64.7cm2で あ

り,前 二者はそれぞれ場 内ナ シ葉 の38.6, 33.4%の

大 きさにす ぎなか った。 この実験 ではナ シ葉 は赤 星病

菌 小生子の飛散量を示す検 出器 の役 目を してお り,こ

れが正常 と比べて著 しく小 さい ことは,検 出感度が低

下 して いる ことを示す。すなわち,こ の実験で得 られ

た発病葉率 お よび1葉 当 り病斑数 ともナ シ葉 の大 きさ

が正常 であれば もっと 高 い 数 値 であ った と考え られ

る。そ こで,1)葉 面積は一定で,拡 大前 と拡大後で

ば らつ きはない もの とす る,2)葉 数は一 定で 葉面積

のみ拡大す る,3)拡 大前 お よび 拡大後の一定葉面積

当 りの病徴 の出現す る確率は一 定 とす ると仮定 した場

合拡大前 の発病葉 の割合(P0)と 拡大後 の発病葉 の割

合(P1),葉 の拡大率(K)と の間には次の関係が期待

され る。

P1=1-(1-P0)k

これ に したが って病葉率を補正す る ことに よ り,実

際のナ シ園における発 病に近 い数値 になるもの と思わ

れた。

以上 の結果 か ら,ナ シ赤星病 の防除においては,ナ

シ園か ら1.5km以 内に カイズカイブキ等 中間宿主 が

あ る場合 は防除 を必要 とし,1km以 内にあ る場合 に

は周到 な防除 が必要 であろ うと思われ る。

なお,本 論文 を草す るに当た り農林 水産省 果樹 試験

場田中寛康博士,同 森林総合研究所 渡辺恒 雄博士,同

農業環境技 術研 究所 宮井俊 一博士,千 葉 県農 業試験場

藤 家 梓博 士には非常にお世話 になった。 こ こに記 し

て感謝 の意 を表す る。
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